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帰
還
（
抜
粋
） 

 
こ
の
地
の
名
主
彦
右
衛
門
家
の
表
門
の
石
段
の
前
に
、
身
に
つ
け
た
も
の
は
破
れ
、
顔
髭
は
茫
々

ぼ
う
ぼ
う

に
し
、
ブ 

ト
追
い
に
し
て
は
大
き
な
枯
れ
草
の
束
を
腰
に
下
げ
、
こ
の
世
の
人
と
は
思
わ
れ
な
い
者
が
立
っ
て
い
た
。
こ 

の
様
子
を
名
主
の
下
男
が
、
屋
敷
の
周
囲
を
土
塁
と
低
木
と
で
生
垣
と
し
た
塀
越
し
に
、
通
り
す
が
り
の
こ
の 

男
の
行
く
手
を
追
っ
て
い
た
。
が
、
急
に
母
屋
に
駆
け
込
ん
だ
。 

時
節
は
十
月
、
豊
前
国
で
は

高
峰
の
彦
山
の
麓
、
高
山
の
槻
木

つ
き
の
き

の
里
は
す
で
に
ス
ス
キ
の
穂
は
黄
色
く
色 

づ
き
、
橅ぶ

な

、
銀
杏
の
葉
も
黄
金
色
に
衣
替
え
の

中
で
、
青
々
と
し
た
杉
林
の
中
の
紅
葉
も
、
夕
陽
に
映
え
て 

一
層
引
き
立
っ
て
い
た
。 

こ
の
地
、
豊
前
下
毛
郡
毛
谷
村
か
ら
は
直
接
に
西
方
の
彦
山
は
望
め
な
い
が
、
東
北
の
方
角
に
目
を
移
す
と 

犬
ヶ
岳
が
控
え
、
彦
山
か
ら
の
西
日
が
山
頂
を
照
ら
し
て
い
た
。 

「
旦
那
様
、
い
ま
表
門
の
前
に
薄
気
味
悪
い
者
が
立
っ
て
こ
ち
ら
を
覗
き
こ
ん
で
い
ま
す
よ
。
一
寸
、
見
て
も 

ら
え
ま
せ
ん
じ
ゃ
ろ
う
か
」 

「
ど
れ
ど
れ
、
今
行
く
。
念
の
た
め
に
槍
を
用
意
し
て
お
け
」 

下
男
に
そ
う
言
っ
て
、
彦
右
衛
門
は
あ
わ
た
だ
し
く
玄
関
か
ら
の
石
畳
に
草
履
を
滑
ら
す
よ
う
に
小
走
り
で 

表
門
に
向
か
っ
た
。 



  

一
味
斎
の
闇
討
ち
（
抜
粋
） 

 
「
吉
岡
一
味
斎
殿
、
過
っ
て
は
元
就
公
よ
り
の
普
請
奉
行
を
務
め
二
度
目
の
奉
公
と
は
い
え
、
ご
老
体
の
身
な 

が
ら
大
儀
じ
ゃ
。
普
請
の
人
夫
、
資
材
は
確
保
し
て
あ
る
の
で
心
配
無
用
じ
ゃ
。
貴
殿
の
宿
は
錦
帯
橋
の
近
く 

の
幸
国
寺
に
手
配
し
て
あ
る
。
必
要
な
も
の
や
難
儀
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く
相
談
に
参
れ
」 

「
ハ
ッ
、
数
々
の
ご
配
慮
、
恐
悦
至
極
に
存
じ
ま
す
」 

「
と
こ
ろ
で
錦
帯
橋
は
錦
川
の
洪
水
に
耐
え
ら
れ
る
こ
と
が
必
然
じ
ゃ
。
過
去
の
何
度
も
流
失
し
て
い
る
が
、 

一
味
斎
殿
は
い
か
が
お
考
え
か
？ 

過
去
の
こ
と
は
水
に
流
し
て
も
橋
は
流
す
わ
け
に
は
い
く
ま
い
」 

「
そ
の
こ
と
で
考
え
が
ご
ざ
い
ま
す
。
架
橋
の
着
工
前
に
、
明
日
に
で
も
山
口
と
萩
に
向
か
っ
て
出
立
し
、
妙 

案
を
固
め
た
く
考
え
て
居
り
ま
す
。
先
ず
山
口
で
は
海
外
か
ら
の
渡
来
者
の
博
識
の
知
恵
を
活
用
し
、
加
え
て
、 

萩
に
は
吉
見
家
前
当
主
吉
見
正
頼

よ
し
み
ま
さ
よ
り

殿
が
隠
棲

い
ん
せ
い

す
る
指
月
城

し
づ
き
じ
ょ
う

の
総
門
の
一
つ
に
刎
橋

は
ね
ば
し

と
云
う
珍
し
い
構
造
で
橋
脚

き
ょ
う
き
ゃ
く 

の
無
い
平
安
橋
が
あ
る
そ
う
で
、
こ
れ
を
見
分
し
て
錦
帯
橋
の
洪
水
対
策
に
役
立
て
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
」 

「
そ
う
か
、
広
く
技
術
の
粋
を
見
聞
し
て
参
れ
」 

桂
能
登
守
は
一
味
斎
の
先
見
に
頷
い
た
。
そ
の
後
、
一
味
差
異
は
宿
と
な
る
幸
国
寺
を
尋
ね
た
。
城
を
出
て 

錦
川
を
渡
る
と
そ
の
先
に
宿
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
絹
川
が
待
ち
受
け
て
い
た
。 

「
首
尾
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
か
？
」 



 
 

 

日
ノ
本
一
の
御
前
角
力
（
抜
粋
） 

 

土
俵
に
上
が
る
各
郷
土
の
力
士
は
猛
者
が
多
く
、
秀
吉
公
の
目
の
前
で
名
を
馳
せ
た
い
ば
か
り
に
若
い
順
番 

を
と
望
む
も
の
が
多
く
な
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
十
時
傳
右
衛
門
は
、
奉
行
役
・
諸
大
名
・
城
主
か
ら
申
請
さ 

れ
た
総
勢
三
十
八
人
と
六
助
の
取
組
表
を
作
り
貼
り
出
し
た
。
そ
し
て
そ
の
写
し
が
秀
吉
公
の
手
元
に
も
届
け 

ら
れ
た
。 

 

関
白
殿
下
御
前
角
力
取
組 

東
方 

一
番
、 

 

近
江
蒲
生
八
幡
山
城
城
主
豊
臣
秀
次 

 
 
 

 
 
 

 

家
来 

宮
川
政
房 

二
番
、 

 

近
江
佐
和
山
城
城
主
堀
尾
吉
晴 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

臣 
 

別
所
定
之
進 

 

三
番
、 

 

伊
勢
松
ヶ
島
城
城
主
蒲
生
飛
騨
守
氏
郷 

 
 

 
 
 

 

臣 
 

三
宅
喜
内 

四
番
、 

 

大
和
郡
山
城
城
主
羽
柴
中
納
言
秀
長 

 
 
 

 
 
 

 

家
来 

天
野
源
右
衛
門 

五
番
、 

 

安
芸
吉
田
郡
山
城
城
主
毛
利
右
馬
頭
輝
元 

 
 
 
 
 

臣 
 

杉
森
伯
耆
守 

六
番
、 

 

安
芸
日
野
山
城
城
主
吉
川
治
部
少
輔
元
長 

 
 
 
 
 

臣 
 

生
石
中
務 



  

七
番
、 

 

近
江
蒲
生
八
幡
山
城
城
主
豊
臣
秀
次 

 
 
 

 
 
 

 

家
来 

中
島
三
太
夫 

八
番
、 

 

越
前
若
狭
後
瀬
山
城
城
主
丹
羽
加
賀
守
長
重 
 
 
 

 

家
来 

上
田
彌
左
衛
門 

九
番
、 

 

道
作
奉
行
片
桐
直
盛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

臣 
 

多
羅
尾
半
左
衛
門 

十
番
、 

 

近
江
長
浜
城
城
主
山
内
対
馬
守
一
豊 
 
 
 

 
 
 

 

臣 
 

中
野
源
太
夫 

十
一
番
、 
美
濃
大
垣
城
城
主
一
柳
直
末 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

臣 
 

古
川
勘
兵
衛 

十
二
番
、 
堺
奉
行
石
田
治
部
少
輔
三
成 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

家
来 

太
山
伯
耆 

十
三
番
、 

淡
路
志
知
城
城
主
加
藤
左
馬
助
嘉
明 

 
 
 

 
 
 

 

臣 
 

塙
團
右
衛
門
直
之 

十
四
番
、 

阿
波
徳
島
城
城
主
蜂
須
賀
阿
波
守
家
政 

 
 

 
 
 

 

臣 
 

樋
口
内
蔵
之
助 

十
五
番
、 

加
州
石
川
金
澤
城
城
主
前
田
肥
前
守
利
勝 

 
 
 
 
 

家
来 

山
崎
庄
兵
衛
虎
武 

十
六
番
、 

播
磨
明
石
船
山
城
城
主
高
山
右
近
太
夫
長
房 

 
 
 

 

家
来 

餘
理
八
郎
太
夫 

十
七
番
、 

土
佐
岡
豊
城
城
主
長
曾
我
部
彌
三
郎
元
親 

 
 
 
 
 

家
来 

中
内
源
兵
衛
尉 

十
八
番
、 

伊
賀
上
野
城
城
主
筒
井
伊
賀
守
定
次 

 
 
 

 
 
 

 

家
来 

松
井
右
近 

十
九
番
、 

豊
臣
軍
軍
監
黒
田
孝
高 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

臣 
 

母
里
太
兵
衛
友
信 

二
十
番
、 

福
島
左
衛
門
大
夫
正
則 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

家
来 

桂
市
兵
衛 

二
十
一
番
、
羽
柴
左
近
衛
権
少
将
三
河
守
秀
康 

 
 
 
 

 
 
 

 

家
来 

梶
原
助
蔵 

二
十
二
番
、
福
島
左
衛
門
大
夫
正
則 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

家
来 

可
児
才
蔵 



 
 

二
十
三
番
、
京
都
奉
行
近
江
大
津
城
城
主
浅
野
長
吉 

 
 

 
 
 

 

家
来 

亀
田
権
兵
衛 

二
十
四
番
、
備
後
三
原
城
城
主
小
早
川
左
衛
門
佐
隆
景 

 
 
 
 
 

臣 
 

井
上
五
郎
兵
衛 

二
十
五
番
、
美
濃
岐
阜
城
城
主
池
田
三
左
衛
門
輝
政 
 
 

 
 
 

 

臣 
 

片
桐
半
右
衛
門 

二
十
六
番
、
備
前
岡
山
城
城
主
宇
喜
多
秀
家 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

臣 
 

花
房
助
兵
衛 

二
十
七
番
、
増
田
右
衛
門
尉
長
盛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

家
来 

浮
島
典
膳 

二
十
八
番
、
生
駒
雅
楽
頭
親
正 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

家
来 

大
島
大
助 

二
十
九
番
、
兵
站
奉
行
大
谷
刑
部
少
輔
吉
継 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

臣 
 

湯
浅
五
助 

三
十
番
、 

丹
後
田
辺
城
城
主
長
岡
越
中
守
左
少
将
忠
興 

 
 
 

 

家
来 

澤
村
才
八
郎 

三
十
一
番
、
丹
後
田
辺
城
城
主
長
岡
越
中
守
左
少
将
忠
興 

 
 
 

 

臣 
 

小
笠
原
秀
清 

三
十
二
番
、
越
前
北
ノ
庄
城
城
主
堀
左
衛
門
督
秀
政 

 
 

 
 
 

 

臣 
 

堀
監
物
直
政 

三
十
三
番
、
近
江
佐
和
山
城
城
主
堀
尾
吉
晴 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

家
来 

眞
田
三
郎
左
衛
門
清
景 

三
十
四
番
、
近
江
蒲
生
八
幡
山
城
城
主
豊
臣
秀
次 

 
 
 

 
 
 

 

家
来 

稲
富
二
郎
兵
衛 

三
十
五
番
、
備
前
岡
山
城
城
主
宇
喜
多
秀
家 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

臣 
 

進
藤
三
左
衛
門
正
次 

三
十
六
番
、
佐
々
陸
奥
守
成
政 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

家
来 

稲
葉
助
之
進 

三
十
七
番
、
加
藤
主
計
頭
清
正 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

臣 
 

木
村
又
蔵 

三
十
八
番
、
筑
前
立
花
山
城
城
主
立
花
左
近
正
将
監
宗
茂 

 
 
 

 

臣 
 

十
時
傳
右
衛
門 



  

西
方 

 
 

豊
前
小
倉
城
城
主
立
花
左
近
正
将
監
宗
茂 

 
 

豊
前
毛
谷
村 

貴
田
孫
兵
衛
統
治 

 
行
司 

 
 

筑
前
立
花
山
城
城
主
立
花
左
近
正
将
監
宗
茂 

 
 
 

 

臣 
 

十
時
傳
右
衛
門 

 

 

飛
入
り
（
抜
粋
） 

 

先
程
来
の
秀
吉
の
茶
目
っ
気
の
振
舞
を
楽
し
ん
で
い
た
十
時
傳
右
衛
門
は
次
の
呼
出
し
に
掛
か
か
り
、
取
組 

表
の
方
角
に
目
線
を
向
け
た
。
そ
し
て
、
足
が
土
俵
場
に
掛
か
ろ
う
と
し
た
時
、 

「
待
っ
た
。
一
寸
待
っ
た
。
私
し
は
、
近
江
水
口
岡
山
城
城
主
中
村
式
部
少
輔
一
氏
の

な
か
む
ら
し
き
ぶ
の
し
ょ
う
ゆ
う
か
ず
う
じ

家
来
、
渡
辺
勘
兵
衛

わ

た

な

べ

か

ん

べ

え

と 

申
す
。
こ
の
角
力
は
、
諸
国
の
郷
土
一
が
選
ば
れ
て
い
る
聞
き
及
ん
だ
が
、
拙
者
の
様
に
郷
土
一
ど
こ
ろ
か
畿 

内
一
と
呼
ば
れ
る
者
が
何
故
選
ば
れ
て
な
い
。
十
時
傳
右
衛
門
殿
は
角
力
が
始
ま
る
前
に
申
し
た
な
ァ
。
日
ノ 

本
一
の
角
力
試
合
だ
と
。
拙
者
の
出
な
い
角
力
が
何
で
日
ノ
本
一
の
角
力
試
合
じ
ゃ
。
え
ェ
、
そ
う
で
は
御
座 

ら
ぬ
か
！
」 

十
時
傳
右
衛
門
は
返
答
に
窮
し
た
。 

 



 
 

黒
田
孝
高
の
策
略
（
抜
粋
） 

 
十
九
番
手
は
豊
臣
軍
軍
監
黒
田
孝
高

ぐ
ん
か
ん
く
ろ
だ
よ
し
た
か

の
家
臣
母
里
太
兵
衛
友
信

も

り

た

へ

え

と

も

の

ぶ

で
あ
る
。 

黒
田
孝
高
は
こ
の
九
州
征
伐
に
は
軍
監
の
任
に
あ
り
、
豊
臣
軍
の
被
害
を

小
限
に
抑
え
る
為
に
、
秀
吉
の 

本
隊
が
出
陣
す
る
前
に
毛
利
軍
を
先
遣
隊
と
し
て
昨
秋
の
出
陣
を
促
し
、
加
え
て
敵
方
と
の
戦
い
は
極
力
避
け 

て
味
方
に
引
き
込
む
為
に
、
孝
高
自
身
も
去
る
十
月
に
九
州
入
り
し
て
豊
前
・
筑
前
の
諸
城
に
対
し
調
略
を
尽 

く
し
て
来
た
。
そ
れ
に
従
わ
ぬ
城
主
に
は
毛
利
の
先
遣
隊
を
差
し
向
け
城
攻
め
敢
行
し
、
城
井
郷
の
宇
都
宮
氏 

の
属
城
で
あ
る
中
津
街
道
沿
い
の
宇
留
津
城

う

る

つ

じ

ょ

う

、
秋
月

あ
き
づ
き

街
道
の
軍
事
・
交
通
の
要
衝
に
あ
る
筑
前
の
国
人
、
秋
月 

種
実

た
ね
ざ
ね

の
子
元
種

も
と
た
ね

の
居
城
香
春
岳
城

か
わ
ら
だ
け
じ
ょ
う

を
陥
落
さ
せ
て
、
す
で
に
豊
臣
軍
の
傘
下
と
し
て
い
た
。 

秀
吉
は
、
事
あ
ら
ば
孝
高
を
呼
び
つ
け
任
を
授
け
、
事
の
結
末
を
報
告
さ
せ
る
と
云
う
常
に
自
分
の
手
綱
の 

先
に
孝
高
を
繋
ぎ
と
め
て
お
く
と
云
う
事
が
癖
に
成
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
信
長
の
横
死
の
報
に
秀
吉
は
取
り 

乱
し
て
い
た
が
、
孝
高
は
冷
静
に
事
態
を
読
み
切
り
、『
御
運
が
開
か
れ
る
機
会
が
参
り
ま
し
た
な
』
と
人
の 

心
底
を
抉え

ぐ

り
、
中
国
大
返
し
を
秀
吉
に
進
言
、
以
来
秀
吉
は
孝
高
の
才
智
を
高
く
評
価
し
、
天
下
の
座
を
唯
一 

狙
え
る
資
質
を
有
し
て
い
る
と
の
認
識
か
ら
、
そ
の
智
謀
を
恐
れ
て
禄
高
は
程
々
に
し
、
参
謀
と
し
て
身
近
に 

置
き
常
に
目
を
光
ら
せ
て
い
た
。
こ
の
角
力
御
前
試
合
も
御
多
分
に
も
れ
ず
、
角
力
の
の
始
ま
る
前
に
秀
吉
か 

ら
六
助
の
活
用
を
言
い
渡
さ
れ
、
孝
高
は
そ
れ
を
念
頭
に
置
き
六
助
の
動
き
を
注
目
し
て
い
た
。 



  

又
蔵
の
地
力
（
抜
粋
） 

 
三
十
七
番
手
に
加
藤
主
計
頭
清
正

か
と
う
か
ず
え
の
か
み
き
よ
ま
さ

の
家
臣
木
村
又
蔵
が
呼
び
出
さ
れ
た
。 

「
に
い
ィ
～
し
、
ろ
～
く
す
け
、
ろ
く
～
す
け
ェ
～
、
…
…
、
ひ
が
～
し
、
ま
た
ぞ
う
～
、
き
む
～
ら
、
ま
た 

ぞ
う
～
ォ
」 

加
藤
主
計
頭
清
正
、
別
名
虎
之
助
は
二
十
四
歳
、
秀
吉
の
子
飼
い
の
家
臣
で
、
賤
ヶ
岳
の
七
本
槍
・
七
将
の 

一
人
で
あ
る
。
身
の
丈
だ
け
で
も
六
尺
五
寸
あ
り
、
こ
れ
に
長
烏
帽
子
形
兜

な
が
え
ぼ
し
な
り
か
ぶ
と

を
被
っ
て
い
た
時
は
、
更
に
大
男 

に
映
っ
た
で
あ
ろ
う
。
秀
吉
の
臣
下
だ
け
の
角
力
で
は
疑
い
も
無
く
此
の
男
が
日
ノ
本
一
で
あ
っ
た
。 

尾
張
中
村
の
地
に
刀
鍛
冶
加
藤
清
忠

か
と
う
き
よ
た
だ

の
子
と
し
て
生
れ
た
。
幼
少
の
頃
父
を
亡
く
し
、
母
は
鍛
冶
屋
の
娘
で 

秀
吉
の
母
と
従
姉
妹
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）、
秀
吉
が
長
浜
城
の
城
主
に
成
る
と
志 

願
し
小
姓
と
し
て
仕
え
た
。
以
来
、
清
正
は
秀
吉
に
忠
義
を
尽
く
し
戦
地
に
従
軍
し
ま
た
武
功
を
上
げ
た
。 

家
臣
木
村
又
蔵
は
身
の
丈
六
尺
七
寸 

目
方
四
十
一
貫
で
丈
は
六
助
を
上
回
っ
た
。 

秀
吉
が
ま
だ
木
下
藤
吉
郎
と
称
し
て
い
た
尾
張
・
美
濃
の
国
境
、
洲
股

す
の
ま
た

の
城
の
城
代
の
任
に
あ
っ
た
時
、
棒ぼ

う 

杭く
い

境
の
隣
が
井
口
越
前
守

い
ぐ
ち
え
ち
ぜ
ん
の
か
み

の
領
分
で
、
そ
こ
の
家
来
が
洲
股
に
遣
っ
て
来
て
は
、 

「
サ
ル
は
仲
間
か
ら
の
成
り
あ
が
り
者
、
お
前
等
は
よ
く
も
従
属
し
て
お
る
な
ァ
、
や
っ
ち
ま
え
ェ
」 

と
言
っ
て
は
城
下
を
荒
ら
し
て
い
た
。 



 
 

旅
籠
の
一
夜
（
抜
粋
） 

 「
ご
返
事
が
遅
れ
失
礼
を
致
し
ま
し
た
。
六
助
、
お
菊
殿
今
生
の
喜
び
と
し
て
お
受
け
致
し
ま
す
る
」 

祖
父
母
の
肩
は
震
え
、
土
間
に
は
二
人
の
涙
が
点
々
と
沁
み
て
い
た
。 

「
そ
う
と
な
れ
ば
、
も
う
一
つ
伝
え
た
い
儀
が
ご
ざ
る
。
輝
元
公
よ
り
、
そ
な
た
達
を
労
っ

ね
ぎ
ら

て
城
下
の
旅
籠

は

た

ご

を 

借
り
き
っ
て
い
る
。
今
晩
は
遠
慮
な
く
水
入
ら
ず
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
ば
よ
い
」 

粋
な
計
ら
い
だ
っ
た
。 

六
助
は
そ
の
晩
、
身
内
に
囲
ま
れ
て
お
菊
と
仮
の
祝
言
を
挙
げ
、
三
三
九
度
を
交
し
、
共
に
寝
床
を
温
め
た
。 

翌
朝
、
夜
も
明
け
ぬ
内
に
お
菊
は
身
だ
し
な
み
整
え
、
出
陣
す
る
六
助
を
宿
の
戸
口
で
待
ち
受
け
て
い
た
。 

「
お
、
お
菊
」 

「
今
日
か
ら
菊
で
宜
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

「
そ
う
か
、
菊
、
行
っ
て
参
る
ぞ
。
母
上
と
お
園
殿
、
そ
れ
に
毛
谷
村
の
母
も
宜
し
く
頼
む
」 

「
ハ
イ
、
承
知
し
ま
し
た
。
御
武
運
を
祈
り
ま
す
」 

 

秀
吉
の
軍
は
九
州
の
東
を
南
下
す
る
日
向
の
陣
立
て
と
、
西
を
迂
回
す
る
肥
後
の
陣
立
て
総
勢
二
十
万
の
軍 

勢
が
島
津
を
目
指
し
て
動
き
始
め
た
。
そ
の
中
に
黒
田
孝
高
の
下
に
馳
せ
参
じ
た
六
助
の
姿
が
あ
っ
た
。 



  

六
助
の
額
に
捲
い
た
白
木
綿
の
鉢
巻
き
は
、
昨
晩
六
助
が
寝
静
待
っ
た
後
に
、
お
菊
が
長
襦
袢

な
が
じ
ゅ
ば
ん

の
襟
元
を
解 

い
て
鉢
巻
き
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
そ
の
端
に
は
赤
糸
で
『
武
運
貴
田
孫
兵
衛
統
治
』
と
刺
繍

し
し
ゅ
う

が
し
て
あ
っ
た
。 

六
助
に
と
っ
て
は
、
敵
味
方
も
無
く
こ
の
豊
前
の
地
が
血
に
染
ま
る
こ
と
だ
け
は
避
け
た
い
の
一
心
の
思
い 

で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

（
完
） 

      
 
 
 

資
料
１ 

六
助
の
出
生
・
死
亡
の
諸
説
（
抜
粋
） 

 

（
注
１
）
本
書
『
六
助
の
義
』
で
は
、
六
助
は
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
出
生
と
し
た
。 

六
助
の
出
生
年
は
三
説
（
注
２
）
あ
り
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
、
豊
前
今
井
村
（
福
岡
県
行
橋
市
）
に
て 

出
生
と
し
た
。 

  



 
 

資
料
２ 

六
助
の
年
譜
（
抜
粋
） 

 
◇
年
代
譜
の
見
方
◇ 

【
九
州
の
統
治
を
巡
る
覇
権
争
い
～
六
助
誕
生
ま
で
】・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
区
分
で
構
成 

∧
中
国
∨ 

 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
地
域
・
事
変
の
括
り 

永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）：
六
助 

十
一
歳 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
年
号
（
西
暦
）：
六
助
の
満
年
齢 

三
月 

 
 
 

六
助 

 

『
六
助
』
吉
岡
一
味
斎 

彦
山
に
参
詣
。 

・
・
・
・
・
・
月
日 

太
字
『
六
助
の
義
』
の
年
譜 

毛
利 

 

再
び
九
州
へ
進
攻
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
国
名
・
大
名
等 

事
変
概
要 

事
変
年
月
日
は
出
典
に
よ
る 

丸
数
字
は
大
友
軍
の
兵
火
回
数 

＊
数
字
は
資
料
３
に
符
合
す
る 

 
 
 
 
 
 

 

天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
） 

一
月
十
五
日
‐
十
六
日 

六
助 

 

一
味
斎
妻
子
三
人
が
六
助
宅
を
訪
問
。*

4
*
9
 

一
月
二
十
五
日
秀
吉 

 

宇
喜
多
秀
家
出
陣 

一
月
末 
 

『
六
助
』 

一
味
斎
妻
子
、
中
国
・
畿
内
で
京
極
内
匠
の
足
跡
掴
め
ず
広
島
に
帰
還
。
墓
前
報
告
。 

二
月
上
旬 

 

秀
吉 

 

出
陣*

4
 

二
月
五
日 

『
六
助
』 

小
倉
武
士
三
人
が
彦
山
に
遠
出
、
薬
師
峠
で
落
馬
。
六
助
と
諍
い
。 

二
月
八
日 

『
六
助
』 

小
倉
武
士
三
人
と
師
匠
天
野
小
傳
が
六
助
宅
へ
向
か
う
。
仕
官
を
要
請
。 



  

二
月
十
日 

 

豊
臣
軍 

秀
吉
の
弟
秀
長
が
出
陣
（
日
向
方
面
）
し
た
。*

2 
二
月
十
日 

『
六
助
』 

一
味
斎
妻
子
、
九
州
へ
京
極
内
匠
を
追
い
求
め
出
発
。 

二
月
十
三
日
『
六
助
』 

六
助
の
御
前
試
合
の
高
札
が
城
下
に
立
つ
。 

『
六
助
』 

微
塵
弾
正
が
高
札
を
確
認
。 

二
月
十
五
日
『
六
助
』 

微
塵
弾
正
、
毛
谷
村
で
六
助
に
御
前
試
合
の
譲
り
勝
ち
懇
願
。 

二
月
十
五
日 
秀
吉 

 

御
前
角
力
試
合
、
六
助
角
力
三
十
四
人
抜
き
。 

六
助 

 

一
味
斎
妻
子
三
人
が
仇
討
ち
果
た
す
。
内
匠
四
十
八
歳
。 

六
助 

 
一
味
斎
妻
子
三
人
は
毛
利
家
へ
戻
る
＋
六
助
・
お
園
の
結
婚
無
し
。*

4
 

二
月
十
五
日
『
六
助
』 

一
味
斎
妻
子
、
赤
間
着
。 

二
月
十
六
日
『
六
助
』 

一
味
斎
妻
子
、
小
倉
着
、
城
下
に
て
高
札
を
確
認
。 

二
月
十
八
日
『
六
助
』 

一
味
斎
妻
子
、
毛
谷
村
で
六
助
に
再
会
。 

二
月
二
十
五
日
六
助 

 

一
味
斎
妻
子
三
人
が
小
倉
城
外
広
野
で
仇
討
ち
果
す
。*

9

（
秀
吉
未
着
で
不
整
合
） 

二
月
二
十
五
日
六
助 

 

一
味
斎
妻
子
三
人
が
小
倉
に
て
仇
討
ち
を
し
た
。*

2
5

（
出
典 

大
日
本
人
名
辞
書 

経
済
雑
誌
社
） 

二
月
二
十
一
日
『
六
助
』
六
助
、
御
前
試
合
日
の
通
知
あ
り
。 

二
月
二
十
六
日
『
六
助
』
六
助
、
御
前
試
合
で
小
倉
に
向
か
う
。 

三
月
上
旬 

 

秀
長 

 

小
倉
入
り
（
出
陣
以
来
二
十
日
後
）
。 

秋
月 

 

島
津
に
属
し
、
豊
臣
に
抵
抗
し
た
が
そ
の
勢
力
は
比
で
な
く
降
伏
し
、
名
器
楢
柴
肩
衝
を
献
上
し
降 

伏
は
許
さ
れ
、
戦
後
日
向
に
移
封
さ
る
。*

3
2
 

三
月 

豊
臣
軍
・
島
津 

豊
臣
方
は
直
ぐ
に
豊
後
を
攻
め
ず
高
野
山
の
僧
木
食
応
其
を
使
者
と
し
て
府
内
城
の
島
津
義
弘
に
講 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和
を
勧
め
た
が
拒
否
。
義
弘
は
戦
局
を
鑑
み
て
豊
後
松
尾
城
（
豊
後
大
野
市
）
の
島
津
家
久
と
共
に 



 
 

撤
退
し
、
北
部
九
州
を
放
棄
し
て
、
薩
摩
・
大
隈
・
日
向
の
守
り
を
固
め
る
方
針
に
転
換
し
た
。 

三
月
一
日 

 

秀
吉 

 

大
坂
を
出
立
し
た
。 

三
月
一
日 

『
六
助
』 

六
助
・
微
塵
弾
正
の
御
前
試
合
。 

三
月
二
日 
『
六
助
』 

六
助
、
御
前
試
合
の
手
負
い
姿
で
帰
宅
。 

『
六
助
』 

微
塵
弾
正
の
偽
名
・
一
味
斎
闇
討
ち
・
御
前
試
合
の
偽
計
発
覚
。 

三
月
四
日
‐
五
日 

『
六
助
』 

六
助
と
お
園
が
微
塵
弾
正
の
素
性
内
偵
。 

三
月
十
四
日
『
六
助
』 
立
花
山
城
立
花
本
家
家
老
十
時
傳
右
衛
門
、
小
倉
入
り
。 

『
六
助
』 

当
主
立
花
宗
茂
か
ら
小
倉
城
城
代
立
花
増
時
に
秀
吉
公
受
入
準
備
の
下
命
を
伝
達
。 

『
六
助
』 

小
倉
立
花
家
で
軍
陣
祭
、
太
閤
殿
下
御
前
角
力
日
ノ
本
一
の
日
取
り
決
め
。 

『
六
助
』 

小
倉
立
花
家
六
助
、
微
塵
弾
正
と
の
再
試
合
日
取
り
決
め
。 

三
月
十
五
日 

秀
吉 

 

小
倉
入
り
。*

5
 

秀
吉
も
九
州
入
り
、
軍
勢
は
総
勢
二
十
万
。*

3
1
 

天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
） 

三
月
十
六
日
『
六
助
』 

六
助
、
一
味
斎
妻
子
と
中
詰
の
雪
舟
庭
を
訪
問
、
一
味
斎
の
供
養
。 

『
六
助
』 

六
助
、
再
御
前
試
合
日
の
通
知
あ
り
。 

三
月
十
八
日
又
は
十
九
日 

大
友 

 

家
臣
佐
伯
惟
定
は
島
津
軍
を
豊
後
・
日
向
国
境
で
追
撃
し
た
（
梓
越
の
戦
い
）
。 

三
月
十
九
日 

島
津 

 

島
津
義
弘
は
高
城
（
宮
崎
県
児
湯
軍
木
城
町
）
に
撤
退
。 

三
月
二
十
日 

島
津 

 

義
弘
・
家
久
は
共
に
都
於
郡
城
（
宮
崎
県
西
都
市
）
に
退
く
義
久
含
め
三
人
で
軍
議
。 

三
月
二
十
一
日
秀
吉 

 

黒
田
孝
高
に
九
州
征
伐
の
陣
立
朱
印
状
（
三
月
二
十
一
日
付
）
を
宛
て
る
。 



  

日
向
の
陣
立 

一
番
隊 

黒
田
孝
高
・
蜂
須
賀
家
政 

二
番
隊 

小
早
川
隆
景
・
吉
川
元
長 

三
番
隊 

毛
利
輝
元 

四
番
隊 

宇
喜
多
秀
家
・
因
幡
衆
（
五
大
名
） 

五
番
隊 

小
早
川
秀
秋 

（
番
外 

筒
井
定
次
・
溝
口
秀
勝
・
森
忠
政
・
大
友
義
統
・
脇
坂
安
治
・ 

加
藤
嘉
明
・
九
鬼
嘉
隆
・
長
宗
我
部
元
親
） 

（
総
大
将 

豊
臣
秀
長
）*

3
2
 

注
：
前
田
利
勝
：
天
正
十
七
年
利
家
に
改
名
、
初
名
利
勝
に
変
更
し
た
。 

三
月
二
十
二
日
毛
利 

 

輝
元
が
秀
吉
を
山
口
で
案
内
。*

2
 

『
六
助
』 

輝
元
が
秀
吉
を
山
口
に
案
内
。（
当
初
の
岩
国
錦
帯
橋
の
渡
り
初
め
式
計
画
は
撤
回
） 

 
 
 
 
 

宇
都
宮 

秀
吉
よ
り
の
宇
都
宮
に
島
津
征
伐
へ
の
参
陣
要
請
に
応
え
ず
。
息
子
を
参
陣
さ
せ
た
。 

三
月
二
十
五
日
秀
吉 

 

赤
間
関
着
、
秀
長
と
戦
略
会
議 

三
月
二
十
五
日
秀
吉 
 

赤
間
関
着
、
秀
長
と
征
伐
協
議
：
陣
立
て
を
決
め
る 

総
大
将
秀
長
：
豊
前
→
豊
後
→
日
向
→
薩
摩 

総
大
将
秀
吉
：
豊
前
→
筑
前
→
肥
後
→
薩
摩 

秀
吉 

 

黒
田
孝
高
に
九
州
征
伐
の
陣
立
朱
印
状
（
三
月
二
十
五
日
付
）
を
宛
て
る
。 

肥
後
の
陣
立 

一
番
隊 

毛
利
吉
成
・
高
橋
元
種
・
城
井
朝
房 

二
番
隊 

前
野
長
康
・
赤
松
広
英
・
明
石
則
実
・
別
所
重
宗 

三
番
隊 

中
川
秀
政
・
福
島
正
則
・
高
山
長
房 



 
 

四
番
隊 

長
岡
忠
興
・
岡
本
宗
憲 

五
番
隊 

丹
羽
長
重
・
生
駒
親
正 

六
番
隊 

池
田
輝
政
・
林 

為
忠
・
稲
葉
貞
通 

七
番
隊 

長
谷
川
秀
一
・
青
山
忠
元
・
木
村
重
玆

し
げ
こ
れ 

八
番
隊 

堀 

秀
政
・
村
上
義
明 

九
番
隊 

蒲
生
氏
郷 

十
番
隊 

前
田
利
勝 

十
一
番
隊 

豊
臣
秀
勝 

（
総
大
将 

豊
臣
秀
吉
）*

3
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

注
：
長
岡
忠
興
：
将
軍
足
利
義
昭
が
信
長
に
よ
り
追
放
さ
れ
た
元
亀
四
年
（
一
五 

七
三
）
か
ら
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
大
坂
夏
の
陣
間
は
、 

姓
を
細
川
か
ら
長
岡
と
し
た
。
そ
の
前
後
は
細
川
。 

天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
） 

三
月
二
十
六
日
秀
吉 
 

赤
間
関
着
。*

2
 

三
月 

 
 
 

中
間 

 

中
間
統
胤
は
秀
吉
の
九
州
入
り
の
際
下
関
に
出
迎
え
、
山
国
郷
の
状
況
を
報
告
。 

（
中
間
氏
は
宇
都
宮
の
直
系
で
大
友
傘
下
で
あ
っ
た
が
、
頭
越
し
に
黒
田
に
密
書
を
送
る
。 

ま
た
門
司
に
て
秀
吉
に
謁
見
し
た
と
の
説
も
あ
る
） 

三
月
二
十
六
日 『

六
助
』 

六
助
、
微
塵
弾
正
と
再
御
前
試
合 

『
六
助
』 

一
味
斎
妻
子
、
仇
討
ち
果
た
す 



  

三
月
二
十
六
日
‐
二
十
九
日 

御
前
相
撲
（
説
） 

六
助 

 

角
力
三
十
六
人
勝
抜
き
。*

2
 

三
月
二
十
八
日
秀
吉 

 

小
倉
城
着
。 

『
六
助
』  

秀
吉
公
、
小
倉
着 

三
月
二
十
八
日
秀
吉 

 

九
州
入
り
、
軍
勢
は
総
勢
二
十
万
。 

三
月
二
十
九
日
秀
吉 

 

豊
前
馬
ヶ
岳
（
行
橋
市
）
ま
で
進
軍
、
軍
議
。 

『
六
助
』 

軍
陣
の
祭
り 

『
六
助
』 
太
閤
殿
下
御
前
角
力
の
奉
納 

『
六
助
』 

六
助
、
三
十
七
人
勝
抜
き 

『
六
助
』 

六
助
・
お
菊
と
祝
言
を
挙
げ
る
。 

秀
吉 

 

小
倉
城
着
。*

2
（
注
：
「
古
今
実
録
豊
臣
鎮
西
軍
記
・
六
助
仇
討
ち
」
は
秀
吉
の
九
州
遠
征
と
不
整
合
） 

六
助 

 

角
力
三
十
六
人
勝
抜
き
、
お
菊
と
結
婚
。
お
園
は
衣
川
と
芸
州
帰
国
後
に
結
婚
。 

三
月 

 
 
 

彦
山 

 

秀
吉
が
小
倉
入
り
す
る
と
、
彦
山
座
主
・
舜
有
は
使
僧
を
送
っ
て
降
伏
を
申
し
出
た
が
許
さ
れ
ず
。*

3
0
 

 


